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稲川教授の逝去を悼んで
　稲川和男君の逝去はまさに晴天の露塵であった。商学部事務室から電話で言卜
報を受けた時は，わが耳を疑ったほどであった。人生80年の時代に，まだ50歳
の若さで，奥さんや子供のことを思い，そしてまだまだやり残した仕事が山ほ
どあることを考えながら死出に旅立っていった稲川君は，’どんなに無念であっ
たかと想像すると，ほんとうにかわいそうでたまらず，涙がこぼれるのである。
　彼は東大経済学部を卒業して薬の三共に入社，その間，ミシガン大学大学院
にも留学し，ビジネスマンとしてはまれな学究肌であった。その優秀さにほれ
込んで明大商学部に非常勤講師として迎え，r製品計画論』を担当してもらっ
た。当時は故清水晶君も健在で，稲川君を加えて明大マーケティング陣営はい
よいよ充実してきたのである。
　ところがその後，彼は専修大学から招かれて専任講師として学界入りを果た
したのであるが，4年後の昭和50年4月に，再び明大商学部に今度は助教授と
して迎えることができたのである。爾来，商学部専任教員としての彼の活躍に
接してきたわけであるが，第1に教育への情熱と努力には頭の下がる思いであ
った。r情報管理論』の講座を担当されたが，いつ行っても教員室に彼の姿が
見られ，ユーピックスでコピーをとり，そして学生達のための教材づくりに励
んでいた稲川君の姿が，いまだに私の脳裏に焼きついている。さらに『商業実
習』の1コマをも担当してもらったが，とかくマンネリ化し勝ちであった商業
実習の授業に，パソコンを導入する教育の必要性を力説し，自らも大学当局の
説得にあたって成功し，今日の新しいパターンの商業実習教育を確立された功
績は大きいものがある。
　教育に関してもう一つ，商学部改革案の教授会での審議で，産経科のあるべ
きビジョンとしての「稲川案」を提示し，情熱を込めて開陳した姿も記憶に生
生しいところである。
iv　　r明大商学論叢』第68巻第3～7号（1986年2月）
教育への傾注とならんで，もう一つ特筆すぺきは，彼の研究活動に対する目
の醒めるような精進と努力であろう。まず，商学論叢への執筆における高いレ
ベルの論文とその量は驚嘆すべきものがあり，先生方の間でも評判になったく
らいである。また，アメリカのコトラー博士の大著rマーケティング・マネジ
メント』の翻訳出版は，3人の共訳ではあるが彼がキャップとなって完成した
ものであり，2巻にわたり総ページtw　844ページという膨大な文献で，学界に
寄与するところは誠に大きかった。さらに彼が属するメインの学会である日本
商業学会はもとよりであるが，日本経営学会や組織学会などでもその大会発表
者に稲川君の名を見ることがしばしばで，明治大学のためにも喜ぽしいことだ
と思っていたのである。
　彼が明大商学部の専任で来られたすこし後のことだったと思うが，当時商学
部では教職員有志によるゴルフ・コンペを時々開催していたので，稲川君にも
ゴルフを始めませんかと誘ったことがあった。ところが彼は，そんな時間があ
るなら自分としてはまだまだ研究や教育に打ち込みたいという趣旨を言ってこ
とわられたことがあり，それを聞いて誘った私のほうが恥ずかしく感じたこと
があった。だが，今にして思うと，この彼の真面目さ，几帳面さ，そして責任
感といったものが彼の寿命を縮めたのではないだろうかという気がするのであ
る。もうすこし図太く，ゆとりを持って生きていてくれたら，こんな悲しいこ
とにはならなかったのではないかと悔やまれるのであるが，今は詮無い繰り言
である。心の美しい稲川君は，必ずや天国の一角からご遺族の幸せとあわせて，
明大商学部の発展を静かに見守ってくれているものと思う。心からご冥福をお
祈りしたい。
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